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会  議  記  録 

会 議 名 称 杉並区介護保険運営協議会（平成２７年度第３回） 

日       時 平成２８年１月２２日（金）１６時００分～１７時３０分 

場       所 杉並区役所中棟６階 第４会議室 

出   

席   

者 

委員名 

古谷野会長、藤林副会長、阿部委員、喜多委員、山崎委員、吉藤委員、小林

（英）委員、山田委員、山本委員、甲田委員、須藤委員、清水委員、澁谷委

員、小林（義）委員、堀向委員、尾崎委員、森安委員、根本委員、本郷委員、

遠藤委員 

区  側 

高齢者担当部長、保健福祉部管理課長、障害者施策課長、高齢者施策課長、

高齢者施設整備担当課長、高齢者在宅支援課長、地域包括ケア推進担当課長、

介護保険課長、保健サービス課長 

事務局 高齢者施策課 和久井、芳賀、原田 

傍 聴 者 数 ０名 

配  

付  

資  

料  

等 

 １ 杉並区介護保険条例の一部改正について 

２ 地域密着型サービス事業所の指定について 

３ 杉並区地域包括支援センター（ケア 24）事業評価について 

４ 平成 27年度在宅医療地域ケア会議 実施結果（第２回目）について 

５ 地域密着型サービス事業所の指定等について 

６ 地域密着型サービス事業所の指定更新について 

席上配付 指定居宅サービス等の事業の人員等の基準に係る省令の一部改

正に伴う地域密着型サービスに関する条例等の改正について 

席上配付 在宅医療地域ケア会議通信 第３号、第４号 

会議次第 

 

 

 

 

 

１ 高齢者担当部長あいさつ 

２ 平成 27年度第２回運営協議会会議録の内容確認について 

３ 議題 

（１）杉並区介護保険条例の一部改正について 

（２）地域密着型サービス事業所の指定について 

４ 報告事項 

（１）杉並区地域包括支援センター（ケア 24）事業評価について 

（２）平成 27年度在宅医療地域ケア会議 実施結果（第２回目）について 

（３）地域密着型サービス事業所の指定等について 

（４）地域密着型サービス事業所の指定更新について 

５ その他 

 （１）指定居宅サービス等の事業の人員等の基準に係る省令の一部改正に

伴う地域密着型サービスに関する条例等の改正について 

会議の結果 １ 杉並区介護保険条例の一部改正について （了承） 

２ 地域密着型サービス事業所の指定について （了承） 

３ 杉並区地域包括支援センター（ケア 24）事業評価について （報告） 

４ 平成 27年度在宅医療地域ケア会議 実施結果（第２回目）について 

  （報告） 

５ 地域密着型サービス事業所の指定等について （報告） 

６ 地域密着型サービス事業所の指定更新について （報告） 
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７ 指定居宅サービス等の事業の人員等の基準に係る省令の一部改正に伴

う地域密着型サービスに関する条例等の改正について （情報提供） 

 

高齢者施策課

長 

皆様、こんにちは。本日はお寒い中、ご出席いただきありがとうございます。

定刻になりましたので、平成 27 年度第３回介護保険運営協議会を始めさせ

ていただきます。 

 まず最初に、今日は４時からという遅い時間帯での開催となり大変ご迷惑

をおかけし、申しわけございませんでした。 

 それから、本日は、成瀬委員、林委員からご欠席のご連絡をいただいてお

ります。また、遠藤委員が少し遅れていらっしゃるというご連絡もいただい

ております。 

 それでは初めに、高齢者担当部長よりご挨拶申し上げます。 

高齢者担当部

長 

皆様、こんにちは。今、課長から申し上げましたとおり、普段と異なる夕

方４時からの開催ということになりまして大変申しわけございません。次回

以降につきましては、また２時から開催できるように調整を図っていきたい

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

年が明けて初めての開催ということになりますが、改めまして本年もよろ

しくお願いいたします。 

今日も外は寒かったと思いますが、ちょうど昨日が暦の上では大寒という

ことで、今週は 18 日に雪が降りましたため、通勤で足どめ状態になった職

員もいたところでございます。天気予報によると、また土曜日に雪が降るよ

うな話がありましたけれども、委員の皆さんは幅広く活躍されている方ばか

りですので、ぜひ足元に気をつけてご活躍いただきたいと思います。 

年が明けてから、私どもも医師会を初めとしていくつか新年会にお招きい

ただきまして、各地でいろいろなお立場の方のご挨拶を聞いてまいりまし

た。やはりキーワードとして出てくるのは 2025 年問題のことであったり、

地域包括ケアシステム、あるいは今年から医師会の協力を得て始めておりま

す在宅医療の地域ケア会議など、ご挨拶の中にそれぞれのお立場の方からお

言葉をいただいています。逆にそれだけ関係者の方々が地域包括ケアの推進

についての認識が高まってきているのではないかと思ってございます。 

区としましても、27年度は新たに予算化もしまして、この地域包括ケアシ

ステムの本格的な取組に向けて少しずつ動き出しているわけですけれども、

例えて幾つか申し上げますと、全てのケア 24 に配置しました「地域包括ケ

ア推進員」も毎月のようにいろいろな取組を重ねております。先日、全体連

絡会を開きまして、この約１年弱の振り返りを行いましたが、まだ初めての

取組ですので、いろいろな戸惑いや試行錯誤が当然ありますけれども、20

カ所のケア 24 が情報共有等をしながら来年度につなげていこうということ

で進めております。 

また、在宅医療地域ケア会議につきましては、おかげさまで医師会の甲田

先生を初め皆様のご理解、ご協力をいただきながら始めておりますけれど

も、ちょうど３回目の地域ケア会議に入っておりまして、各地でいろいろな

お立場、関係者の方々の参画の度合いも少しずつ広まってきているかなと思

っております。こちらのほうも間もなく１年が経ちますので、３回目が終わ

ったところで、いろいろと振り返りをしながら次年度に反映していきたいと

思ってございます。 

来年度の話が少し出ましたけれども、今日は議員の先生もお２人いらっし

ゃいますが、２月 10 日から区議会の第１回定例会が始まり、来年度の予算
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の審議が始まってまいります。国の補正予算の話ですとか、都の予算ですと

か、いろいろ発表がございましたけれども、私どももそういったものもしっ

かり注視しながら、来年度に向けて効率的、効果的な予算編成が行えるよう

に努力しているところですので、またご報告できるようなことがありました

らお知らせしていきたいと思ってございます。 

本日は、介護保険条例の改正等２つの議題がございますけれども、そのほ

かに地域包括ケアの関連の報告等もございます。限られた時間でございます

が、それぞれのお立場からさまざまなご意見、ご指摘等をいただきながら、

私どもも介護保険の保険者として、さらに区民の方々のためになるようなも

のにしていきたいと思ってございますので、よろしくお願いします。 

毎度のことですけれども、会長にはご苦労おかけしますけれども、司会進

行をよろしくお願いいたします。 

簡単ですが、私からのご挨拶にかえさせていただきます。本日はよろしく

お願いします。 

高齢者施策課

長 

それでは、これ以降は会長に進行をお願いしたいと思います。会長、よろ

しくお願いいたします。 

会長 それでは、今年度第３回目の介護保険運営協議会を始めてまいります。お

手元の次第に従って進めてまいりますが、最初に、事務局から資料の確認な

どをお願いします。 

高齢者施策課

長 

初めに、先週お送りいたしました事前資料の一部に修正が２カ所ございま

した。また、新たにご覧いただく資料が１点ございます。このため、事前に

お送りしました資料のうち、次第を含めた３枚分の差しかえと追加の参考資

料、合わせて計４枚を席上に置かせていただいておりますが、よろしいでし

ょうか。今回も修正、追加資料等がございまして、大変ご迷惑をおかけしま

して申しわけございません。 

まず、次第についてですが、「その他」として地域密着型サービスに関す

る条例等の改正についての記載を追記し、あわせて当日の席上配付資料とし

て追記いたしております。本日、追加でお配りした参考資料がこちらの資料

になります。「参考資料」と右上に書いてあるものがその他で説明する資料

でございます。 

次に、資料１の１ページ、２ページの介護保険条例の一部改正について修

正がございましたので、差しかえをお願いします。 

修正箇所は、２ページ目の条例改正の新旧対照表と下段の今後のスケジュ

ールの記載でございます。詳しい内容につきましては、後ほど議題の説明の

中で改めて申し上げます。 

続きまして、資料２の 35ページ目、「別添３ 地域密着型サービス事業所

の指定申請書」でございますが、こちらに記載されました申請者の名称が施

設名になっておりましたので、法人名の「日本フォームサービス株式会社」

へと修正がございました。記載の誤りがございましたので、申請書の再提出

を受け付けまして、本日、差しかえの資料として配付させていただきました。 

追加の参考資料と修正資料については以上でございます。 

会長 皆さん、資料は手元にお揃いでしょうか。 

それでは、修正された次第に従って進んでいきたいと思います。 

最初に、前回の会議録の内容確認についてです。事前に送付されておりま

すので、お目通しいただいているかと思いますが、何かお気づきの点がおあ

りの方、いらっしゃいますでしょうか。よろしいですか。 

それでは、内容は承認されたということにさせていただきます。 

続いて、議題に入ってまいります。 
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（１）杉並区介護保険条例の一部改正について（資料１）、介護保険課長、

お願いします。 

介護保険課長  ＜資料１に沿って議題（１）「杉並区介護保険条例の一部改正について」

について説明＞ 

 議案の説明は以上でございます。 

会長 ただいまのご説明について、ご質問あるいはご意見がおありの方はいらっ

しゃいますか。 

委員 ただいま特別区税条例と介護保険条例等の一部改正の理由及び概要のご

説明がございましたが、２点につきましてお尋ねいたします。 

まず１点目でございますが、資料の５行目、減免申請期限の規定に関する

部分でございます。ここでは、「市区町村は『納期限７日前まで』と定めて

いるところが多数」ということでございますが、一部の自治体では現行の規

定が都道府県と同じ「納期限まで」という内容になっているという理解でよ

ろしいでしょうか。 

２点目でございます。今回の税についての改正では、減免の申請期限につ

いて「納期限まで」と「納期限７日前まで」と異なった日数が定められてお

ります。ただいまお話がございました介護保険条例では一部日数が違います

けれども、今回、この７日前等の期限を除いて納期限にそろえる内容になっ

ております。そこで、それぞれどのような理由によって減免の申請期限とし

てこれらの日数等が定められたのか、少しご説明いただければと思います。 

介護保険課長 現在、このような表記になってございますが、今のお尋ねは税に関する内

容でございますので、どれほどの自治体で納期限が「７日前」となっている

かどうか、私どもで資料がございません。多数の自治体が「７日前」となっ

ているため、税のほうを改めるということを聞いておりますので、このよう

な表記になってございます。７日前が全国的にどうなのかにつきましてはお

答えができないので、申しわけございません。 

また、「納期限７日前」につきましては、介護保険条例を制定した当初か

ら、参考条例の規定がずっと引き継がれてきていると理解しております。 

委員 １点目について、多数が７日前ということでございますが、一部の自治体

では現行規定が都道府県と同じ内容になっている自治体もあるというふう

に理解してよろしいかという質問なのですが。 

介護保険課長 私どもはそのように理解しております。ただ、調査したわけではないので、

実際に幾つの自治体がそうであるかというところはわかりかねるところで

ございます。 

委員 では、現行規定が都道府県と同じ内容になっている自治体もあるというこ

とで理解いたします。 

２番目の７日等でございますけれども、これは準則等によってこういった

規定が多数になっているという意味でしょうか。 

介護保険課長 税に関する内容につきましてはよくわからないものですから、申しわけご

ざいません。 

会長 自動車税の話は担当部署が違うということで、全国のことまではわからな

いというお答えでした。 

それから、２番目のご質問に関しては、国が示した参考条文をそのまま使

ったというのが最初の制定時の状況でして、それがそのまま続いてきていた

と。ですから、それをこの際、「納期限まで」に統一しましょうという提案

です。 

委員 そうしますと、都道府県と市区町村に示した参考条文が違っていたという
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ことでしょうか。 

会長 そうではなくて、第１のご質問は自動車税の話、こちらは介護保険の話な

ので、別の話ということです。 

委員 今回、税の関係も改正なさるわけでございますよね。そうしますと、内容

が「納期限前７日」と「納期限まで」という規定は同じ内容というふうに理

解しましたのですが。 

介護保険課長 そのとおりで、税のほうも「納期限まで」ということで全部統一して、３

条例が全て一緒に「納期限まで」とするということでございます。 

委員 都道府県と市区町村の参考条文が同じ税について異なっていたのかとい

うふうに理解しましたもので申しわけありません。そういう中で、一部の市

区町村では既に都道府県と同じ内容になっているというのは、県によって統

一したのかどうか、ちょっとその辺を理解したかったもので伺いました。以

上でございます。 

会長 税金のことにつきましては担当部署が別になりますので。 

ほかにご意見あるいはご質問がおありの方、いらっしゃいますか。よろし

いですか。 

それでは、ご了承いただいたということにして、次へ進みたいと思います。 

第２番目の議題が地域密着型サービス事業所の指定について、資料２でご

ざいます。 

では続けて、介護保険課長、お願いします。 

介護保険課長  ＜資料２に沿って議題（２）「地域密着型サービス事業所の指定について」

について説明＞ 

以上が地域密着型サービス事業所の開設についてのご説明になります。 

会長 ありがとうございました。グループホーム４カ所と小規模多機能１カ所。

そのうち、グループホームの１カ所と小規模多機能の１カ所は重なっている

というご提案です。 

この件につきましては前回の協議会で幾らかご議論をいただいて、その

後、例えば医療機関のことなどご指導いただいた上で準備を進めていて、２

月１日に開所の予定であるということです。 

何かご意見、あるいはご質問がおありの方、いらっしゃいますでしょうか。 

委員 先ほどのご説明で立地は閑静な住宅街ということだったのですが、これか

ら杉並区は総合計画・実行計画でさらに増やしていくことになると思いま

す。やはり都市部では住宅街のど真ん中に作らざるを得ない状況になると思

うのですが、これらの計画については特に近隣との関係は問題なく進んでき

たのかということを確認したいと思います。 

介護保険課長 まず、地域密着型につきましては、地域との交流のために極力住宅地に作

るというのが指針になっていると思います。今回につきましても４事業所全

て現地を回ってきたのですけれども、特に今のところ近隣とのトラブルや苦

情などはないということでございます。特に宮前の場合には建物所有者が

元々お住まいのところに作りますので、近隣の方とも友好な関係が続いてい

るというふうに聞いております。 

会長 ほかにご意見、ご質問はございますでしょうか。 

よろしいですか。 

委員 毎度の話ですけれども、ニチイ学館のところの診療所の所在地がどちらに

なるのかよくわかりませんが、グループホームというのも今後は終の棲家、

最期をみとる場所となってくると思うので、ほかのところは近くの病院がバ
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ックアップをやっているようですけれども、実際には何かあったときの対応

が大変かなと思います。 

あとは、歯科のほうも 16 キロ以上距離がある北区かどこかですか、本拠

地がどうなっているのか、往診のルールに引っかからないのかなというのが

ちょっと気になりました。以上です。 

介護保険課長 私も、ニチイ学館につきましては区内の医療機関ではないところが気にな

っておりましたので、今後、例えばケアマネ事業者が一緒に入ってきて、当

然、地域との連携が大事になってくると思いますので、本日の協議会で地域

の医療機関との連携を進めるというご意見をいただいたことは事業者のほ

うに伝えていきたいと思います。 

会長 ありがとうございました。ほかにいかがでございましょう。よろしいです

か。 

よろしければ、この２番目の議題もご了承いただいたということにさせて

いただきます。ありがとうございました。 

ここで１つ私から提案をさせていただきたいと思います。それは、この地

域密着型サービス事業所を指定するときの協議の仕方についてです。これま

ではかなり前の運営協議会にまず報告事項としてあげられて、そこでいろい

ろご意見をいただいたことを事業者に伝えてご指導などいただいた後に、改

めて開設直前の運営協議会で指定してよろしいですかという議案が提案さ

れるんですね。そうすると、そこで仮にだめと言うことになっても現実的に

はだめにできない、あるいは注文もつけようがないということになります。 

そのため、これからは事前に、これまで報告事項とされてきたところで協

議事項の議題として運営協議会にご提案いただいて、ご審議をいただいたこ

とについて、その後のフォローを事務局でしていただく。そして、そのとお

りになったということを開所直前の運営協議会でご報告いただく、あるい

は、内容がかなり大きく複雑だったということであれば、改めてもう一回議

題としてご提案いただくといった形で進めたいと思うのですが、いかがでご

ざいましょう。よろしいでしょうか。報告事項でいろいろ議論して、議題が

あっさり通ってしまうというのは何か物足りなかったので。 

では、今後はそのような形で、事務局のほうでよろしくお進めください。 

介護保険課長 では、次回からそのように進めさせていただきたいと思います。よろしく

お願いいたします。 

会長 ありがとうございました。 

それでは、次に報告事項に移ってまいりたいと思いますが、かなり大きな

報告事項もあるようです。 

まず、ケア 24の事業評価についてお願いしたいと思います。。 

地域包括ケア

推進担当課長 

 ＜資料３に沿って報告事項（１）「杉並区地域包括支援センター（ケア 24）

事業評価について」について説明＞ 

私からは以上でございます。 

会長 ありがとうございました。 

この件について、ご質問あるいはご意見がおありの方はいらっしゃいます

でしょうか。 

委員 ２点お尋ねします。すごく基本的な話で大変申しわけないのですが、事業

実施方針に基づく評価と委託契約の履行評価というのは具体的にどういう

ものなのか、内容的にはどのように違うのかということと、この２つをタイ

ミング的に一体として見ないで、このような形でずらしても特に問題はない

のかなという点をお聞きしたいと思います。 

あと、ケア 24 の評価の仕方が相対的な評価ということで、レベルは高く
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ても他と比較して突出していなければ評価がＣになってしまうということ

は少し改善が必要ではないかという話がこれまでにも何度か出たと思いま

す。そのあたりについてはどのように考えられているのか、その点について

お聞きします。 

地域包括ケア

推進担当課長 

まず、履行評価というのは、委託契約の仕様書の観点に基づいて、その仕

様書の履行がなされているかということを中心に行っていきます。事業評価

につきましては、先ほど申し上げましたように、事業実施方針、地域包括支

援センターの地域づくりとか、そういったものがどのような観点から行われ

ているか、それは修正する必要があるのか、改善の余地があるのかという観

点から評価をしてまいります。特に委託契約の履行評価につきましては区の

モニタリングガイドラインに沿って行っていますので、これについては法的

には問題はないということと、事業評価につきましては介護保険法の規定に

従ったものと考えてございます。 

また、相対的な評価については以前からご指摘をいただいておりまして、

幾ら頑張っていても評価がＣになってしまうとやる気を削いでしまうので

はないかというお話が以前にもございました。この点につきまして、事業実

施方針の評価につきましては絶対評価で、どういうところが非常によかった

とか、ここについてはこういう観点から改善してほしいとか、そのような評

価にすることを考えてございます。 

会長 よろしいですか。ほかにいかがでございましょう。 

念のためにお伺いするのですが、資料の「６ 事業評価のスケジュール」

という横長の図がありますけれども、これは１年ずれているということでよ

ろしいでしょうか。 

地域包括ケア

推進担当課長 

そのとおりです。 

会長 １年間ずれているということになります。 

他によろしいでしょうか。 

委員 ちょっと理解が足りないのかもしれないのですけれども、改正する理由と

して、資料の３番に「課題」が挙げられてあって、その課題に基づいて新し

い方向に変更するのではないかと思っているのですが、課題の１番目に出て

いる「事業実施方針に基づく評価の視点が弱かった」というのは、具体的に

どのように弱かったのか、それによってどんな不具合があるのか参考にお聞

かせください。 

地域包括ケア

推進担当課長 

事業実施方針は、先ほど申し上げましたとおり平成 27年から 29年の３カ

年について新たに改正をいたしました。その前の 24年から 26年の事業実施

方針というのは、地域包括ケア、地域づくりを充実させることというような

形でひとくくりの文章があっただけでした。そこに、認知症ですとか、生活

支援体制整備とか、いろいろな観点をつけ加えて、新たに 27年から 29年の

事業実施方針として定め、それに基づいて、重点的に行う項目とか、そうい

った観点から事業を評価していくということです。以前は地域包括ケアを充

実させることという観点しかなかったので、なかなかわかりにくかったとい

うことがございました。 

会長 以前の実施方針というのは、すごく大くくりのもので、抽象的でもあって、

それで評価はできないから、結局、委託契約の中身がどの程度実施されてい

るかが基準になってしまいがちだったということだと思います。それをむし

ろ委託契約どおりにきちんとやっているのは当然のこととして、実施方針に

従って実行されているかどうかの評価を中心にするというふうにお考えを

変えたということだと思います。 
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よろしいでしょうか。 

委員 はい。 

会長 ほかにご質問、ご意見、よろしいですか。ありがとうございました。 

それでは、次に報告事項の２番目、在宅医療地域ケア会議の実施の結果（２

回目）についてです。 

同じく地域包括ケア推進担当課長、お願いします。 

地域包括ケア

推進担当課長 

 ＜資料４に沿って報告事項（２）「平成 27年度在宅医療地域ケア会議 実

施結果（第２回目）について」について説明＞ 

私からは以上でございます。 

会長 ありがとうございました。 

それでは、地域ケア会議につきまして今の報告をいただいたところで、ご

質問あるいはご意見がおありの方、いらっしゃいますでしょうか。 

委員 質問と要望なんですけれども、地域ケア会議への参加についてのことで

す。参加人数の中に「その他」ということで 13、14 名の方が参加されてい

ます。今、会議の報告をお聞きしたのですが、こういう会議に事前に予定表

とかをいただいて、百聞は一見にしかずと言いますので、その場にいて住民

としていろいろ話を聞くということは可能でしょうか。そのような、住民が

参加できる機会を作っていただけたらという要望も含めてのお話なんです

が、いかがでしょうか。 

地域包括ケア

推進担当課長 

今、初年度ということで、まずは、医療と介護の関係者が顔の見える関係

を作り出すということが第一でございましたので、住民の方にご参加いただ

くということは考えてございませんでした。ただ、議題によって、例えば高

円寺では第１回目に住民の方にも出ていただくことがありました。 

あと、個人情報等の保護について、事例によりましては、関係者によって

は推測できてしまうとか、いろいろございますので、そういったところから

住民の方々の自由な参加というのは現在考えられないということでござい

ます。 

会長 前回も議論になったところなのですが、個人情報の保護と、そこに参加す

る人たちとの協働のための情報提供は難しいところですね。現在は専門職の

方、あるいは住民の代表という意味で民生委員の方の範囲で参加をとめてい

るということだそうです。 

ただ、将来的には、あるいはテーマによっては、住民の方に広くお知らせ

してということがあってもいいのかもしれないですね。また、形態について

も、住民の方に広く知らせた場合は恐らくこの形ではやれないので、例えば

講演会とか、パネルディスカッションに近いような形でお聞きいただくとい

う形が将来は必要になってくるのかもしれません。 

地域包括ケア

推進担当課長 

まず、区民の方に広く在宅医療のことをお伝えするという観点では、お手

元の在宅医療地域ケア会議通信第４号の２ページ目に在宅医療推進講演会

というのがございまして、今年は２月 25 日に高井戸地域区民センターの体

育室で、「ご存じですか 在宅医療」というタイトルで在宅医療の講演会を

行います。 

内容といたしましては、三師会の先生にご講演いただくのですが、この中

で、「在宅介護を経験して」ということで、在宅介護を経験なさった家族の

方からもお話をいただくというような、より区民の方の目線でいろいろなこ

とをお伝えできるように工夫しておりますので、そちらのほうにご参加いた

だければと考えてございます。 
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会長 ありがとうございました。他にいかがでしょう。 

やはり医師会として委員から特に参加を働きかけてくださったというこ

とがおありでしょうか。参加者数がすごく増えているようですが。 

委員 この７つの生活圏域のリーダー医師というのがおりまして、医師会の中か

ら、この地域だったらこの先生、この地域だったらこの先生ということでお

願いしています。先生は、最初、第１回目のときにどういう形でやったら良

いのか悩んでおり、ちょっと躊躇していた部分がありましたが、１回目をや

ってみて、これだったらいけるぞと。我々が在宅医療を引っ張っていくとい

う意味で、医師会がしっかりしないとだめなんだということで、近隣のやる

気のある先生にどんどん声をかけた結果、人数が増えていったということで

す。 

それから、内容によっては歯科医師会の先生方、実は本日、西荻地区で開

催するのですけれども、これはもう歯科医師会の先生方が非常に力を発揮し

てくれる部分ですし、前回は服薬のことだったので薬剤師会の先生方に非常

に多く参加していただきました。三師会ではどんどん盛り上がってきている

と感じています。これからは医師だけではできませんので、やはり多職種が

顔の見える関係で地域の方を支えていく必要があると思いますので、これは

ますます発展させていかなければいけないと思います。 

会長 ありがとうございました。 

次回は歯科医師の先生方もずっと数が増えてくるのではないかと思いま

すけれども、今のお話について何かございますか。 

地域包括ケア

推進担当課長 

申し訳ありません。補足ですが、先ほどご紹介させていただきました在宅

医療の推進講演会なんですが、２月 25 日開催ということで２月１日号の広

報にも掲載しますので、周知のご協力をよろしくお願いいたします。 

会長 薬剤師会ではいかがですか、。 

委員 各会場で何月何日にやるというのは全部ファクスで会員に送っています

し、結構興味を持ってやられる方が増えているように感じております。 

会長 ありがとうございました。 

いかがですか。 

委員 阿佐ヶ谷地区の運営に携わらせていただいているんですが、先ほど委員が

おっしゃったように、先生たちが本当に直前まで近隣の先生に声をかけてい

ただいて、ケアマネジャーとしても先生たちが生き生きと司会をしてくださ

っている姿を見て、医療との垣根、先生との壁が回を重ねるごとにすごく低

くなっているのを感じています。ケアマネジャーのほうもファシリテーター

をさせていただくことがありまして、勉強させていただいております。 

会長 ありがとうございました。 

ほかにいかがでしょうか。委員から、前回、問題提起をしてくださいまし

たが、何かおありになりますか。 

委員 私は民生委員として、成田地区では２人ずつぐらい交代で参加しているん

ですね。それで、他の民生委員の皆さんにこういうのをやっていますという

ことを徐々に知らせております。 

私はこれを見ていますと、結局、介護保険とか医療について、今まで皆さ

ん、病院に入ればいいとか、どこかそういうところに入れてしまえば良いと

いう感じだったのが、今度は地域で見守るということですよね。在宅ケア、

在宅で介護というのは、今まではただどこか病院に入れるとかいうのを、こ

れからは 2025 年問題で高齢者が多くなるので、在宅で少しでも近所のみん

なで手助けして、認知症になってもある程度は皆さんで見守りましょうとい
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う、そういうことなんですよね。 

ただ、もう少し地域に開いていかないと、あの人がこうだからと言われる

とか、だめ、だめと言っていたのでは始まらないような気がするんですね。

民生委員で隣の人が来て、だからどうかしてくださいと警察に言っても、何

かが起こらないと結局は何もできませんという、それと同じなんですね。病

気があっても、あの人を誰かにというのは難しいなって、それはつくづく民

生委員をやっていて感じます。 

地域包括ケア

推進担当課長 

ケア 24 の地域包括ケア推進員等、認知症に関しても在宅を続けられるよ

うにということで、サポーター講座ですとか、家族の介護教室とかを実施し

ておりますし、また、地域ケア会議等を通じて町の方などに参加いただいて、

民生委員の方のお力なども得ながらやっていこうと考えてございます。 

高齢者施策課

長 

少し補足させていただきます。 

地域ケア会議自体いろいろな方法があるかと思います。今回、この在宅医

療地域ケア会議というふうに在宅医療を全面に出しているのは、医療職と介

護職がかなり連携していかなければ、医療、介護のサービスを受けながら生

活を続けるのは不可能だろうということで、お一人お一人の状況に合わせて

専門職がチームを組んでできるようにする必要がある、そこに課題があると

いうことで、その課題を解決するための地域ケア会議です。だから、内容に

よっては区民の方が当事者として参加された例もございます。そういった形

で、あくまでも在宅医療を進める課題解決のための位置づけです。 

先ほど委員がおっしゃってくださったように、そうはいっても、生活する

ためには地域のいろいろな資源とか、地域の方とか、いろいろな方の協力が

なければ認知症の方の生活を支えるのは大変厳しいことかと思います。特に

おひとり暮らしの高齢者も増えています。そうした場合には、別途、ケア 24

が主体となって行う地域ケア会議がございますので、そういった生活の課題

に応じた地域ケア会議の中で、その方にかかわる地域のいろいろな方にも入

っていただいて、問題解決のための会議を行っていくと思いますので、ぜひ

何か課題を見つけられた場合にはケア 24 のほうにご連絡いただければと思

います。よろしくお願いします。 

会長 ケア会議という言葉で現在２種類のものが動いているというふうに考え

たらいいと思うんですね。１つは、個々の高齢者が抱えておられる問題につ

いて関係する方たちが集まって、その方についてどう計画するかという意味

での地域ケア会議。もう１つは、区全体、あるいは中の幾つかの地区ごとに

医療、介護の連携をどう作っていくかという、より政策的というんでしょう

か、計画的なことを論じるための地域ケア会議と２種類あるんですね。 

今、澁谷さんがおっしゃったものと地域包括ケア推進担当課長から報告し

ていただいたのとは、そういう意味ではちょっとずれている部分があるのか

もしれません。地域包括ケア推進担当課長からご報告いただいたのは、区と

して、あるいは地域単位での計画づくり、そういうテーマの会議だというお

話だったと思います。 

実は医療と介護の連携というのがすごく大事なんですが、他の自治体にか

かわっていると、全然できていないところが多いんですよ。むしろ医師、歯

科医師の先生方が参加してくれないことで悩んでいる自治体がとても多い。

そういう点で言うと、杉並区はこれだけすばらしい状況ができているんだと

いうふうに思わざるを得ないんですが、副会長、どうですか。 

副会長 そのとおりだと思います。 
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会長 それでは、どうぞ。 

委員 私は障害者の連合会の立場なのですが、やはり障害者のほうも高齢化で医

療を必要としている人が多くなっておりますので、そういう人たちもこうい

うところに関われる。それがどこになるのかというのはすぐには浮かばない

のですが、高齢でグループホーム等で暮らしていて、介護を必要としている

人で、大変な思いをしている支援の方とかがたくさんいらっしゃるので、そ

ういう方もこういうところに何か参加できるようなものがあればいいなと

今考えていました。 

障害者施策課

長 

やはり障害分野は、これから在宅に向けてはどうしても医療の部分が重要

なキーポイントになってきます。例えば１つは、グループホームの支援員の

方々も医療のスキルを磨いていただくことだとか、グループホームの支援員

の方々の連携とか、そういうことに今後取り組んでいこうと考えているとこ

ろです。 

また、それ以外でも、在宅で過ごされている障害者の方々への医療の部分

でのバックアップをどのようにしようかというのは一番の課題と考えてい

るところですので、近々いろいろな形で見直しをしていきたいと思っている

ところでございます。 

会長 これも先ほどお話しした２つのタイプの地域ケア会議があるのだと思う

んですね。個々の障害者の方のためにケアプランを立てていくようなこと

と、それから、区内にお住まいの障害がある方のために、医療、介護の連携

をどう作っていくかということと両方あると思いますね。そういう機会も今

度、あるいはそういうテーマも設定した地域ケア会議を設けていただくとい

いのかもしれませんね。いかがでしょうか。 

地域包括ケア

推進担当課長 

在宅医療の推進連絡協議会のほうに今年度から障害者部門の職員なども

参加いたしまして、医療と介護の連携というのは高齢者だけではないという

ことを考えて、連携を図っていこうと考えてございます。 

また、今日、お手元にお配りしました在宅医療地域ケア会議通信第３号の

ほうでは、障害者で要介護５の方が地域のケアマネジャーといろいろお話を

しながら在宅に戻られた例を挙げて、こういった形で、今後、障害者の方も

含めた地域包括ケアという形で連携していきたいという意味でこういう記

事を載せさせていただいております。 

会長 ありがとうございました。ほかにいかがでしょう。 

委員 ７圏域に分けてこの形をとっていただいたことは、地域ごとの特性に応じ

た課題を一緒に考える機会が明確になった気がします。そういう意味ではと

ても良かったと思うんですね。私も高井戸の会議に参加させていただいた

り、ほかのところでもちょっとお話を伺ったりしていて、まだ７圏域ごとの

立ち位置が決まり切っていないというところはあるようにお見受けするん

ですけれども、１年目ということで、やってみながら作っていくのかなと思

っています。 

今、少しお話が出ていた障害の方の会議で作っていくというのは、それも

ありだと思うのですが、そこでまた別物として分けてしまうと、また障害高

齢者のとき問題が出てくると思うんですね。障害があって高齢者であるとい

う方もたくさんいらっしゃるわけだから、障害者は障害者、高齢者は高齢者

で分けてしまうと、それぞれにまた難しくなってしまうのではないかと思う

ので、65歳を過ぎた障害者の方たちもその障害のサービスを使っていて、か

つ介護保険も使う方もここで一緒に話し合える機会があったほうがいいの
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かなと思いながら伺っていました。 

地域包括ケア

推進担当課長 

この在宅医療の地域ケア会議は３回目が終わった後、２月に開催する全体

会の中で、企画運営の人間が全部集まって振り返りとか、来年度の予定等を

検討する予定でございますので、ご意見は承って伝えたいと思います。あり

がとうございました。 

会長 ありがとうございました。他にいかがでございましょう。 

何かございますか。 

委員 和泉のほうで訪問と通所と両方に参加しました。災害のときの連絡会でも

そうだと思うのですが、最終的には地域密着ということは地域でどうやっ

て、障害者の方も全部が平等というんですか、考え方としては障害は個性と

考えられているわけですから、地域の中で全て介護や支援の必要な方をどう

やって支えなければいけないかという話に最終的にはならなければいけな

いのかなと思うんですね。そういう意味では、災害は避難場所に病院がある

ということだったんですけれども、それ以外に開業医の方もいるので、その

開業医の方たちがどうやって地域の中で支えるときに参加していただける

かというのが１つ。 

介護の中でケア会議というのがあるんですけれども、訪問介護のほうはケ

アマネジャーとは違って個々の情報がなかなか入りにくいので、ケアマネジ

ャーに頼んで聞くというのが実情です。結局、現場に携わるのは訪問介護と

かヘルパーなので、そういう意味では民生委員さんの先ほどの話に通じるん

ですけれども、その場合は個人情報ということが常にネックになってきま

す。こういう会議があっても、それでは具体的に何を改善できるのかという

ところに持っていかないと、会議を開いているだけでは何も変わりませんの

で、最終的にはそのような会議に少しずつしていかなければいけないのかな

と。そういう意味では、訪問介護事業者協議会からも参加する中で、具体的

に何を変えられるかということで参加したいとは思っています。 

会長 ありがとうございました。 

何かございますか。 

地域包括ケア

推進担当課長 

顔の見える関係を作るということを土台に、今後も具体的な問題を挙げて

検討を重ねて、解決に至るように頑張っていきたいと思っておりますので、

今後の課題だと思います。 

会長 他にどなたかいかがでしょうか。 

委員 今のお話を伺っていて感じたことなのですが、障害をお持ちの方がいろい

ろな支援をいただいて生活をしている中で、高齢に伴ってより多くの支援が

必要になるときに、介護保険につながりにくいようなことになっているのか

が少し疑問に思いました。65歳になれば介護保険を利用できるわけですけれ

ども、そこにつながりにくくて支援が得られないということなのでしょう

か。 

介護保険課長 65歳になると介護保険が優先になりますので、介護保険にあるサービスの

場合、障害者の方もまずそちらを優先して利用していただきますが、介護保

険にない障害者サービスについてはそのままという形になると思います。そ

の場合には、やはり介護保険のほうではケアマネジャーが障害特性も理解し

なければいけないという部分もございますので、またその辺は今後、ケアマ

ネジャーの育成が大事であることは区としても考えております。 

障害者施策課

長 

追加で補足させていただきます。今、社会保障審議会で総合支援法の見直

しが行われておりますが、ケアマネジャーと障害者の相談支援専門員と別々
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の形態になっているのですが、これで分断されてしまうところがあるんです

ね。そういうことをなるべく少なくするためにどうしたらいいかということ

を議論しているのですが、両方の資格を備えた人をたくさん作っていこう

と、両方の資格を備えた人を養成、育成していくことも大事だということで、

それでスムーズな移行ができるようにということを今の審議会で議論され

ております。 

委員 ありがとうございます。先ほどのケア会議がタイプの異なるものが２つあ

るということでしたので、ケア 24 のほうで開いている地域ケア会議とチー

ムを作るケア会議があるわけですよね。その辺の理解が難しい中で、名称を

変えるというのもいいのかなとちょっと提案なんですけれども。 

それと１つ、資料の字が大変小さくて読みにくかったので、次回はもう少

し字を大きくしていただきたいなと。こちらの指定申請書の資料の中身が本

当に字が小さくて読めないところがいっぱいあったので、よろしくお願いし

ます。 

介護保険課長 地域密着型は申請書そのものをコピーしていますので、この大きさになっ

てしまうんです。これを大きくしてＡ３になってしまうと、また見にくいか

なと思うんですけれども。確かに事業法人のいろいろ細かいことは、私も見

ていて本当に字が細かくて読むのが大変だったので、皆さんにはご迷惑をお

かけいたしましたが、今後、資料を作成する際には注意していきます。 

委員 資料を全部読んで参加したいなと心がけていますので、よろしくお願いし

ます。 

地域包括ケア

推進担当課長 

地域ケア会議については、名称等、わかりやすいことを今後考えていきた

いと思っております。 

会長 ありがとうございました。他にいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

それでは、３番目の報告に移っていきたいと思います。地域密着型サービ

ス事業所の指定等について、介護保険課長、お願いします。 

介護保険課長  ＜資料５に沿って報告事項（３）「地域密着型サービス事業所の指定等に

ついて」について説明＞ 

以上でございます。 

会長 地域密着型サービスの事業所の指定ですが、先ほど議題として取り上げた

のは全く新しく指定する事業所でしたので議題として挙げていただきまし

たが、こちらは今ある事業所がそのままで事業者の変更だから報告事項とい

うことでよろしいですね。 

介護保険課長 そういうことでございます。 

会長 新しく引き受けられた事業者についても、今のお話のように、もう既にか

なり歴史のある大きな事業者なので問題はないだろうというご判断だろう

と思います。 

何かご意見がおありの方、いらっしゃいますか。 

委員 吸収合併というのはいろいろなケースがあると思います。こちらについて

はグループ会社で、子会社を吸収合併したというようなものなのかなと理解

しているのですが、この吸収合併の原因というか、何で吸収合併したのかは

把握されているのでしょうか。経営がなかなかうまくいかなかったから吸収

合併したのか、それとも何か違う意図があるのか。 

あと、職員についてはそのまま継続ということなのですが、それは全く影

響ないということで理解してよいのか、その点、確認します。 

介護保険課長 今、委員がおっしゃったように、もともとの子会社だったということで、
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規模もかなり違います。ココチケアのほうが小さくて、大きいソラストのほ

うに統一した形だというふうに考えております。 

従業員についても、先ほど報告しましたように特に変わらないということ

でございます。 

また、事業者のほうからは、新しい株式会社のほうが居宅などのノウハウ

を持っているということで、融合させるために吸収合併したというふうに報

告を受けております。 

会長 他にご質問、ご意見がおありの方、いらっしゃいますか。よろしいですか。 

それでは、この報告は承ったということにいたしまして、４番目の報告で

す。今度は指定更新についてですね。介護保険課長、お願いします。 

介護保険課長  ＜資料６に沿って報告事項（４）「地域密着型サービス事業所の指定更新

について」について説明＞ 

以上でございます。 

会長 ご質問がおありの方、いらっしゃいますか。 

先ほどの沓掛ホームとグループホームを運営しているのと同じ法人です

ね。 

介護保険課長 そうでございます。 

会長 よろしいでしょうか。ありがとうございました。 

それでは、報告事項を終えまして、５番のその他として本日追加されまし

た「省令の一部改正に伴う条例等の改正」についてお話を伺いたいと思いま

す。これも介護保険課長ですね。お願いします。 

介護保険課長  ＜参考資料に沿って、その他（１）「指定居宅サービス等の事業の人員等

の基準に係る省令の一部改正に伴う地域密着型サービスに関する条例等の

改正について」について説明＞ 

こちらにつきましては、次回、３月の運営協議会で改めて報告させていた

だきたいと思います。 

会長 ありがとうございました。厚生労働省令が変わるので、それに連動する形

で区も条例を変えないといけないことになってくるというお話でした。よろ

しいでしょうか。ありがとうございました。 

それでは、これで次第にある議題と報告は全て終わりになりますが、事務

局から事務連絡をお願いいたします。 

高齢者施策課

長 

本日はありがとうございました。事務連絡がございます。 

まず１つ目でございますが、昨年中に区がお支払いいたしました運営協議

会の委員報酬についての所得税の源泉徴収票を本日お配りいたしますので、

後ほどご確認をお願いいたします。 

次に、関連しまして、マイナンバー制度が開始されました。今年中に区か

らお支払いする報酬に関しましては、来年、区から税務署へ提出する法定調

書に皆様の個人番号を記載する必要がございます。そのため、次回の運営協

議会でお集まりいただく際に、個人番号をお知らせいただく書類をご持参い

ただきたいと存じます。個人番号につきましてはお手元に通知が届いている

かと思います。お持ちいただく書類等につきましては、次回の開催通知をお

送りする際にご案内を同封させていただきますので、次回おいでいただく際

にその必要書類をご持参くださいますよう、よろしくお願いいたします。 

最後でございますが、次回の介護保険運営協議会の日程についてでござい

ます。現在のところ、３月 18 日（金曜日）午後２時からを予定しておりま

すので、よろしくお願いいたします。２月中旬ごろまでには改めてまたご連

絡をさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 
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もう１つ、本日遅い時間から始まりまして、区役所の１階の入口がすでに

閉まっておりますので、お帰りの際には西棟のエレベーターで地下１階まで

降りていただいて、地下１階の出口から外に出ていただきますようよろしく

お願いします。申しわけございません。 

以上でございます。 

会長 ありがとうございました。 

ご協力のおかげで予定の時間より大分早く終わりました。マイナンバーの

制度は面倒ですが、ぜひご協力をいただきたいということです。 

それでは、これをもちまして第３回運営協議会を閉じたいと思います。ご

協力ありがとうございました。 

 


